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(2) 歳出総額 

・中間処理施設整備事業がピークとなる令和 10年度は、歳出総額についても最大となると予想されます。 

  その後は一時的に公債費の伸びが見られますが、歳出総額は減少していきます。 
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人件費 物件費 扶助費 公債費 普通建設事業 その他

□令和４年度及び令和５年度は見込額とし、令和６年度以降は令和５年度見込額を基準としています。 

□人件費・物件費・扶助費等は、人口減少の影響を考慮しています。

沼津駅周辺総合整備事業 

中間処理施設 

鉄道高架事業 

（億円） 

市庁舎更新 

● ● ● ● ● ● 
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①人件費 

・職員数は人口による都市規模に比例することから、人口減少の影響を見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②物件費 
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□職員給与及び手当（退職手当を除く）の総額を、１年あたり▲0.64％減少させています。 
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11,844 
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③扶助費 

  ・人口減少による影響はあるものの、高齢化の進行など扶助費は増加すると見込んでいます。 
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１年あたり

22,020 

 
20,814 

 18,358 
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③‐１ 扶助費（補助事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③‐２ 扶助費（単独事業） 
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1,731 

16,915 

1,443 

20,289 
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④普通建設事業費 

・中間処理施設整備事業がピークを迎える令和 10年度は、普通建設事業費が約 290億円に達すると予想されます。 
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通常事業 香陵公園 中間処理 駅周関連事業 その他大規模事業
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16,500 

9,300 

28,982 
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④－１普通建設事業費（通常事業） 

   ・普通建設事業費のうち令和６年度以降の通常事業分を、平成 29 年度～令和３年度決算額の平均 82 億円に加えて、『沼津市公共施設マネ

ジメント計画』に基づき、新たに負担が必要とされる 11億円を加えた毎年 93億円と見込んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

普通建設事業費 

（個別計上している大規模事業を除く） 

 

H29～R3 実績の平均額 

82 億円／年 

追加分 

11 億円／年 

普通建設事業費 
93 億円／年 

H29～R3 の主な事業 
 

・岡宮北土地区画整理事業 

・史跡等保全整備事業 

（戸田松城邸） 

・小中学校施設空調整備事業 

・戸田地区小中一貫校整備事業 

・金岡中学校屋内運動場改築事業 

・門池小学校校舎整備事業 

・同報無線デジタル化整備事業 

・総合的治水対策事業 

・都市計画道路整備事業 

（原駅町沖線、納米里本田町線、 

金岡浮島線など) 

・第二地区センター建設事業 

＝ 

『沼津市公共施設マネジメント計画』に基づき、公共建

築物（学校や市営住宅など）、インフラ施設（道路や橋梁

など）を維持する為に、新たに追加しなければいけない

経費 

※上下水道事業及び個別計上している大規模事業を除く 



15 

 

 

⑤公債費 

・公債費のピークは、100億円を超える令和 23～24年度となります。 
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既往債 【新規】通常事業 【新規】大規模事業（駅周関連事業除く） 【新規】駅周関連事業 【新規】臨時財政対策債

（百万円） 
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⑥繰出金 

 ⑥－１特別会計繰出金 
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（百万円） 

 

6,883 

 

6,714 
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⑥－２企業会計繰出金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦その他 

  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22 R23 R24 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31 R32 R33

病院事業 上水道 下水道

4,000 

 
3,214 

 

（百万円） 

 


